








1)周産期の低酸素症,胎児心拍数モニタリング 

周産期の低酸素症に関しては,今日では胎児心拍数モニ夕リングを行ってこれを早期に発

見し,早期娩出,急速遂娩によって周産期死亡を減少させうることが明らかにされている。

・胎児心拍数モニタリングは,分娩時のみでなく,妊娠中にも応用して,胎児の状況を正確に

把握し，周産期管理に利用して,周産期の胎児の予後をさらに改善する努力が続いている。

どうすれば,さらに胎児監視を一般に普及して周産期管理の進歩発展を促進するかは,一つ

には胎児モニタをさらに利用しやすくし,また本装置の必要性を説き,一方では母体の束縛

を少なくし,さらに胎児診断を容易にするよう,装置の改善をはからねばならない。また,

熟練医師がいなくても診断できるよう自動診断装置を開発し,あるいは電話などで胎児心

拍・陣痛図を伝送し,僻地でも診断可能にする。一方,早期診断と,最も適確な判断が可能と

なるよう,種々の新研究を開発し，胎児低酸素症診断治療の確実な指標を定める。 


